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▶東京ジョブコーチ事業利用のご相談、ご依頼に関すること
東京ジョブコーチ支援センター
〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-11-2 代々木コミュニティビル3階
TEL(03)3378-7057 FAX(03)3378-7058
Eメール tokyo-jc@ikuseikai-tky.or.jp
ホームページ http://www.ikuseikai-tky.or.jp/~iku-tokyo-jc/

▶事業全般に関すること

公益財団法人 東京しごと財団
障害者就業支援課 コーディネート事業係
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-10-3 東京しごとセンター8階
TEL(03)5211-2682
ホームページ https://www.shigotozaidan.or.jp/shkn/

Contact us

表紙の絵 作品名：「SHIFT国の桜・SHIFT国の春」
作者 ：岩﨑 宗一郎さん

～～おお知知ららせせ～～

■作者について
小学校高学年頃から頭に浮かんだ画像をノートに色鉛
筆で描くようになり、今ではカラフルな配色が特徴的な作
品を数多く手掛けています。

2022年7月に株式会社SHIFTのアーティスト社員とし
て入社し、入社後半年で110以上もの作品を作ってきま
した。

■表紙作品について
今回の作品は、立体作品・木片パネル両方で表現してい
ます。

立体作品『SHIFT国の桜』では、SHIFT国の住民 運転手ナマ が、友人の
ナノハナ君 を機関車に乗せ、SHIFT国の満開の桜の中を走っている様子を
表現しています。運転手ナマ は ナノハナ君 からプレゼントされた菜の花を頭
に乗せています。

木片パネル作品『SHIFT国の春』では、春に旅行した際に見た「青い空に舞
い散る桜」をイメージし、澄んだ空の青色をベースにしています。

春になり、花が咲き、温かくなるように、この作品を見てくれた方の心が明るく
なることを願って制作しました。

■SHIFT Artプロジェクトについて
社会をいまよりもっとよいものに変えるために、まだ見ぬ才能や能力を世の中から発掘し、その力を受け入れ、
活かせる世界を社会全体で創っていきたい―。 そのような想いから、始動しました。
2021年12月に「SHIFT Challenged Art 公募展」を開催し、その参加者の中から3名が現在アーティスト
社員として活躍しております。

今号では当事業へお問合せの多いQ&Aを掲載しています。掲載していない事柄についてご不明な点があれば、お気軽に
お問合せいただければと存じます。
私事で恐縮ですが、令和5年3月末をもって異動となります。翌4月1日より、石井 真由美が後任として着任いたします。
東京ジョブコーチ支援センタースタッフとして約11年、本当に皆様にはお世話になりました。誠にありがとうございました。
令和5年度は新たな体制となりますが、これまで同様、当事業へのご協力・ご活用をお願いできれば幸いです。

東京ジョブコーチ支援センター センター長 笠原 拓也
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